
ホワイトニングの施術を受けた前期高齢者（65歳以上 7５歳未満）を対象にインタビュー調査を行い、ホワイトニングがもたらす

口腔衛生に対する意識の変化とセルフケア（歯磨き）に対するモチベーションへの影響及び歯の色の変化による自己肯定感への影響

を調査、検証することを目的とする。 

 本研究によりホワイトニングが前期高齢者の口腔衛生やセルフケアの意識を向上させ、また自己肯定感に影響を及ぼすことが明ら

かになれば、ホワイトニング施術は、高齢者のフレイルを予防する「介護予防」の一つのアプローチ方法として期待される。 
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